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液体でも気体でもない状態：超臨界流体
（Supercritical Fluid）

記事のURL

https://www.gklibrarykor.com/ja/article/9600/

PDFレイアウトのプレビュー - 本文の一部のみ

水を鍋に入れて加熱すると、水は液体のままでいて、100°Cに達すると水蒸気になって飛んでいきます。
圧力鍋のように圧力を上げると沸点が上がり、水はさらに熱くなっても液体のまま耐えます。反対に高
い山では圧力が低いため、水が100°Cより低い温度で沸騰し、ご飯が生煮えになることもあります。で
は、温度と圧力を果てしなく一緒に上げていくと、水はどうなるのでしょうか。 ある地点を超えると、
液体と気体を分けていた境界が消え、どちらとも呼びにくい状態が現れます。このように臨界点より高
い温度と圧力に置かれ、液体と気体の区別がなくなった物質を「超臨界流体（Supercritical Fluid）」
といいます。気体のように広がりながらも液体のようにほかの物質をよく溶かすという独特の性質のお
かげで、コーヒー工場から発電所までさまざまな場所で使われています。 本記事では、超臨界流体が生
まれる臨界点の意味から、気体と液体の間にある性質、産業で使われる事例、そして自然の中で見つか
る超臨界流体まで、順に見ていきます。 超臨界流体の条件と抽出の原理。固体の領域を省略した概念図
であり、臨界値は実際の工程条件とは異なります。出典：IUPAC、NIST、IAPWS、UCM。 液体でも気体で
もない状態、超臨界流体 臨界点とは何か 超臨界流体を理解するには、まず臨界点（Critical Point）
という特別な温度と圧力を知


